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インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

11月14日㈯～2016年1月7日㈭
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー

11　
月

１４日（土）
青年部 全国会長研修会群馬まえばし大会
１５日（日）
第141回簿記検定試験
１７日（火）
年末事業資金個別相談会
相模原de創業スクール 実践編③
１８日（水）
都産研 役員会・定例会
小売業向け販売促進セミナー②
１９日（木）
第1回女性経営者ビジネス交流会
商業部会 １１月度定例会
２０日（金）
無錫市友好交流団来所
２２日（日）
第35回福祉住環境コーディネーター検定試験
２３日（月）
第39回相模原珠算競技大会
２４日（火）
女性会 チャリティーイベント アグネス・チャンさん講演会
相模原de創業スクール 実践編④
２５日（水）
相模原市青年工業経営研究会 三役会
２６日（木）
建設・不動産業向けSTEP50説明会・交流会
小売業向け販売促進セミナー③
２７日（金）
会員懇談会（中央区）
２９日（日）
第39回カラーコーディネーター検定試験

12　
月

２日（水）
フードビジネスマッチング商談会 in Sagamihara
相模原市青年工業経営研究会 役員会
４日（金）
正副会頭会議・運営委員会・常議員会（～５日）
５日（土）
相模原市青年工業経営研究会 体力測定例会
６日（日）
第38回ビジネス法務検定試験
産業能率大学科目習得試験
８日（火）

「顧客のココロを勝ち取る名刺術（仮題）」（消費税転嫁対策営業力強化セミナー）
９日（水）
さがみものづくり交流会（厚木・平塚・相模原商工会議所連携）
１０日（木）
★【p5】建設業部会 経営講演会「最近の自然災害に学ぶ相模原の
地盤事情」
１３日（日）
第19回環境社会（eco）検定試験
１７日（木）
商業部会 12月定例会
２０日（日）
第2回ビジネスマネージャー検定試験
２１日（月）
工業部会 KIZUNA会議
２４日（木）
相模大野クリスマスゴスペルライブ
相模原市青年工業経営研究会 三役会
２８日（月）
仕事納め式

１　
月

４日（月）
仕事始め式
５日（火）
相模原市賀詞交歓会
６日（水）
相模原市青年工業経営研究会 役員会
７日（木）
★【p18】相模原商工会議所 新年賀詞交歓会

本　所
〒252-0239
相模原市中央区中央3-12-3

☎：042-753-1315

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0303
相模原市南区相模大野4-5-1
市民ロビー相模大野2F

☎：042-746-3619

←八王子

相模女子大学

伊勢丹
相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

相談内容 日　　時 場所
法律相談
弁護士による相談

11/20㈮・11/27㈮・12/4㈮・12/11㈮・12/18㈮･1/8㈮
13:00～16:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

11/26㈭・12/3㈭・12/9㈬・１/13㈬
10:00～12:00･13:00～16:00 本 所

11/19㈭・12/17㈭
10:00～12:00･13:00～16:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

12/10㈭・1/14㈭
13:00～16:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

12/18㈮
13:00～16:00 本 所

税務相談
税理士による相談

11/19㈭・11/26㈭・12/3㈭・12/10㈭・12/17㈭・12/24㈭・1/7㈭
13:00～16:00 本 所

労務相談
社会保険労務士による相談

12/8㈫・1/19㈫
13:00～16:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

11/25㈬・12/9㈬・1/13㈬
13:00～16:00 本 所

その他各種相談 ※�経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ 042-753-8135

産業医 12/14㈪
13:30～14:30

※�産業医の相談申込は
　相模原地域産業保健センター
　☎ 042-703-3000でご予約願います。

本 所

今後の窓口相談のご案内 無 料

TOPICS

3 市政及び広域交流拠点の
まちづくりに関する要望書を提出

7 平成27年度第2四半期景気観測調査結果

COMMUNITY

4 わが社のいち押し
17 トップインタビュー
20 会員ＰＲコーナー

INFORMATION

13 第12回相模原お店大賞受賞店決定
13 大船渡市観光スポット紹介
15 アクティブ ５
18 新年賀詞交歓会
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トピックス

【
地
域
産
業
振
興
事
業
補
助
金
の
十
分
な
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
】

　

中
小
企
業
や
小
規
模
企
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

は
、
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る
と
と
も
に
、
本

市
の
税
の
増
収
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

【
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
ケ
イ
資

金
）
に
対
す
る
利
子
補
給
の
継
続
に
つ
い
て
】

　

同
融
資
の
利
子
補
給
制
度
は
、
小
規
模
事
業
者
の

資
金
繰
り
の
安
定
化
や
借
入
金
の
早
期
返
済
な
ど

経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
有
効
な

支
援
策
で
あ
る
利
子
補
給
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

【（
仮
称
）
中
心
市
街
地
に
お
け
る
業
務
系
機
能
集

積
促
進
事
業
補
助
金
の
創
設
に
つ
い
て
】

　

中
心
市
街
地
に
立
地
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
へ

の
企
業
等
の
入
居
を
支
援
し
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

等
を
提
供
す
る
高
次
都
市
機
能
の
集
積
す
る
商

業
・
業
務
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
新
た
な
事
業

　

当
商
工
会
議
所
は
10
月
14
日
、
加
山
俊
夫
市
長
を
訪
問
し
、
地
域
産
業
振
興
の
観
点
か
ら

「
平
成
28
年
度
相
模
原
市
政
に
関
す
る
要
望
」
及
び
「
相
模
原
市
に
お
け
る
広
域
交
流
拠
点

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
＝
表
紙
）。
要
望
内
容
の
骨
子

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

詳
細
は
当
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sagam

ihara-cci.or.jp/ 

の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
内
→
情
報
→
提
言
・
要
望
活
動
（
27
年
度
）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

所
等
を
開
設
す
る
場
合
、
そ
の
賃
料
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

【
地
区
中
心
商
業
地
の
更
な
る
振
興
と
公
共
施
設

の
再
整
備
計
画
に
つ
い
て
】

　

公
共
施
設
の
集
約
化
、
公
共
施
設
と
商
業
施
設

等
の
複
合
・
多
機
能
化
、
民
間
の
活
力
の
活
用
な

ど
に
よ
る
再
整
備
に
よ
り
利
便
性
や
機
能
性
の
向

上
な
ど
、
公
共
施
設
の
新
た
な
役
割
の
創
出
と
地

区
中
心
商
業
地
の
更
な
る
振
興
に
つ
い
て
、
総
合

的
な
見
地
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
。

【
産
業
用
地
創
出
に
向
け
た
拠
点
整
備
に
つ
い
て
】

　

麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
の
基
盤
整
備
や
建
築
工

事
等
に
つ
い
て
は
、
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
が

行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
金
原
・

串
川
地
区
に
つ
い
て
も
、
早
期
事
業
化
に
向
け
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
事
業
化
に
際
し
て
は
、
工

事
等
の
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
に
つ
い
て
配
慮

す
る
こ
と
。

【
魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
】

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
市
立
博
物
館
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
相
模

原
分
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
有
機
的
な
連
携
に
よ

る
新
し
い
観
光
振
興
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
】

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
る
事
前
練

習
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
誘
致
活
動
の
推
進
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、公
的
機
関
等
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、気
象
庁
《
天

気
予
報
》、
日
本
道
路
公
団
《
道
路
情
報
》）
と
連

携
す
る
な
ど
、
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

【
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て
】

　

▽
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
渋
滞
解
消
と
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
整
備

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
建
設
▽
小
田
急
多

摩
線
延
伸
の
促
進
▽
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
連
続
立
体
交
差

事
業
の
推
進

【
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
に
か
か
る
財

政
支
援
に
つ
い
て
】

　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ

る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
、
初
期
費
用
に
対
す
る
効
果
的
な
財
政

支
援
に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

【
市
内
に
「
商
工
会
議
所
」
と
「
商
工
会
」
組
織

の
併
存
に
つ
い
て
】

　

市
内
経
済
の
活
性
化
と
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、

商
工
会
議
所
と
商
工
会
と
の
併
存
す
る
不
合
理
な

現
状
が
早
急
に
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
。

【
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
相
模

原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
続
に
つ
い
て
】

　

本
市
で
は
、「
は
や
ぶ
さ
の
故
郷
」
や
「
宇
宙
」

を
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
重
要
戦
略
に
掲
げ
て
、
イ

ベ
ン
ト
や
広
報
活
動
等
を
展
開
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
中
、
同
機
関
が
市
外
移
転

し
た
場
合
、
本
市
経
済
の
発
展
に
大
き
な
打
撃
と

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
同
所
に
お
い
て
、

事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
関
係
機
関
に

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

【
相
模
原
市
に
お
け
る
広
域
交
流
拠
点
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
】

　

▽
「
便
利
な
駅
」「
訪
れ
て
み
た
く
な
る
駅
」

と
し
て
の
施
設
整
備
を
は
か
る
こ
と　

▽
販
路
開

拓
、
高
度
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
、
市
内
事
業
者

の
活
性
化
に
直
結
す
る
機
能
集
積
を
行
う
こ
と　

▽
情
報
発
信
や
技
術
交
流
を
図
る
た
め
の
国
際
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
導
入
検
討
や
そ
れ
に
係
わ

る
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
誘
致
等
を
は
か
る
こ
と　

▽

街
を
支
え
る
原
動
力
と
な
り
う
る
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
相
模
総
合
補
給
廠
一
部

返
還
地
を
視
野
に
、
本
庁
舎
機
能
を
含
ん
だ
行
政

施
設
の
再
編
の
検
討
を
行
う
こ
と　

▽
早
期
の
小

田
急
多
摩
線
の
延
伸
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
広
域
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
や
早
期
の
小
田
急
多
摩
線
の

延
伸
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
検

討
を
行
う
こ
と
。

市
　
政
　
に
　
関
　
す
　
る
　
要
　
望

広
域
交
流
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
を
提
出
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コミュニティわが社のいち押し

　

２
０
１
１
年
７
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」。

東
日
本
大
震
災
で
深
い
傷
を
負
っ
た
日
本
全
体
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い

で
す
。
㈱
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
南
区
新
戸
）
が
運
営
す
る
「
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川

相
模
原
」
は
、
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
の
翌
年
に
相
模
原
で
誕
生
し
ま
し
た
。
創
設
４
年
と
日

の
浅
い
チ
ー
ム
な
が
ら
快
進
撃
を
続
け
、
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
に
参
入
。
２
０
１
５
シ

ー
ズ
ン
は
２
位
と
い
う
結
果
に
な
り
、
12
月
上
旬
に
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
参
入
を
か
け
た
入
替

戦
を
戦
う
予
定
で
す
。
１
部
リ
ー
グ
昇
格
が
見
え
て
き
た
ス
テ
ラ
。
今
後
は
ど
ん
な
旋
風
を
巻
き
起

こ
す
の
か
―
。
試
合
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
準
優
勝
、
２
０
１
２
年
の
Ｕ

―
20
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
３
位
、
２
０
１
３
年

に
は
初
め
て
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
招
集
さ

れ
た
輝
か
し
い
経
歴
で
す
。
そ
ん
な
大
物
選
手
が
、

ス
テ
ラ
に
所
属
し
て
い
る
の
で
す
。

　

田
中
選
手
は
「
チ
ー
ム
内
も
よ
い
雰
囲
気
で
、

練
習
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。
地
元
・
相
模
原
の

人
た
ち
も
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
地
元
密
着
の
チ
ー
ム
に

　

チ
ー
ム
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
ス
テ
ラ
で
す
が
、

勝
ち
負
け
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
の
が
〝
地
域

と
の
つ
な
が
り
〟
だ
と
い
い
ま
す
。

■
快
進
撃
で
な
で
し
こ
参
入

　

２
０
１
１
年
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
、
県
内
出
身
の
選
手
は
最
多
の
９
人
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
当
時
は
な
で
し
こ
リ
ー
グ
に

所
属
し
て
い
る
チ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
、
相
模
原
に
本

店
を
置
く
家
電
量
販
店
・
ノ
ジ
マ
が
出
資
し
て
設

立
し
ま
し
た
。

　

県
３
部
リ
ー
グ
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
を
全
勝
。

〝
飛
び
級
〟
が
認
め
ら
れ
２
年
目
か
ら
は
全
国
が

舞
台
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
に
進
出
。
そ
し
て
現

在
は
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
で
好
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。
１
部
昇
格
が
決
ま
れ
ば
、
創

立
か
ら
わ
ず
か
４
年
、
全
国
で
も
最
速
で
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

注
目
は
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
次
世
代
エ
ー

ス
と
し
て
期
待
さ
れ
る
田
中
陽
子
選
手
で
す
（
写

真
＝
表
紙
・
中
央
）。
２
０
１
０
年
の
Ｕ
―
17
女

　

ノ
ジ
マ
ス

テ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の

山
内
渉
社
長

は
、「
チ
ー

ム
コ
ン
セ
プ

ト
に
も
あ
り

ま
す
が
、
街

創
り
・
人
創

り
・
元
気
創

り
に
貢
献
す

る
こ
と
が
使

命
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
と
の
共
生
が
な
け
れ
ば
、

チ
ー
ム
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
て
い
ま

す
。
実
際
、
地
域
の
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
障
害
者
向
け
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催
な
ど
、
広

範
囲
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
そ
ん
な
ス
テ
ラ
を
支
え
る
地
元
企
業
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
運
営
に
は
、
企
業
の

協
力
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。
１
社
あ
た
り
３
万

円
か
ら
で
も
協
賛
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
内
社
長
は
「
一
度
、
試
合
を
観
戦
し

て
ほ
し
い
で
す
。
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
特
徴
は
、
流

れ
る
よ
う
な
パ
ス
ワ
ー
ク
、
美
し
い
サ
ッ
カ
ー
で

す
。
こ
の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
も
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

田
中
選
手
も
「
今
年
で
１
部
リ
ー
グ
入
り
を
果

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ

神
奈
川
相
模
原

女
子
サ
ッ
カ
ー
で
地
域
に
貢
献

た
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
日
本
代
表
に
入
り
ま
す
。

相
模
原
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

ノジマステラの選手達
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当
商
工
会
議
所
で
は
、
10
月
２
・
３
の
両
日
、

運
営
委
員
お
よ
び
財
政
・
組
織
委
員
等
の
計
13
名

で
、
組
織
運
営
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、

大
阪
府･

堺
市
の
堺
商
工
会
議
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

堺
商
工
会
議
所
は
、
創
立
１
３
０
年
の
伝
統
を

持
ち
、
過
去
に
商
工
会
と
の
合
併
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
当
商
工
会
議
所
と
同
規
模
の
事

業
所
数･

会
員
数
で
あ
り
な
が
ら
会
費
収
入
が
大

幅
に
多
い
な
ど
の
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
、
堺
商
工
会
議
所
の
林
専
務
理
事

や
事
務
局
幹
部
職
員
等
が
出
席
。
組
織
運
営
に
か

か
る
議
題
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
が
行
っ
て
い

る
全
国
商
工
会
議
所
組
織
運
営
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
政
令
市
に
お
け
る
両
商
工
会
議
所
の
比
較
分

析
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
当
商
工
会
議
所
の
特
徴
と
し
て
、

事
業
収
入
の
割
合
が
大
き
く
、
会
費
収
入
が
少
な

い
こ
と
を
は
じ
め
、
職
員
数
が
少
な
い
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
会
と
商
工
会
議
所
と
の
合
併
の
議

題
で
は
、
堺
商
工
会
議
所
が
２
つ
の
商
工
会
と
合

併
し
た
経
緯
や
合
併
当
時
の
行
政
機
関
の
ス
タ
ン

ス
、
合
併
後
の
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
旧
商
工

会
エ
リ
ア
へ
の
支
所
の
設
置
な
ど
、
合
併
の
際
に

必
要
と
な
る
条
件
整
備
等
に
つ
い
て
の
説
明
と
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
商
工
会
と
の
合
併
は
当
商
工

会
議
所
と
し
て
の
課
題
で
あ
り
早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
神
奈

川
県
や
相
模
原
市
へ
要
望
す
る
こ
と
や
運
営
委
員

会
な
ど
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
業
部
会
は
10
月
20
日
、
視
察
交
流
会
を
開

催
し
、
24
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
視
察
し
た
横
浜
港
南
本
牧
ふ
頭
は
、

世
界
最
大
級
の
貨
物
船
に
対
応
し
た
巨
大
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
り
、
自
然
災
害
へ
の
対
策
が

施
さ
れ
た
世
界
的
に
も
珍
し
い
ふ
頭
で
す
。
視
察

で
は
、
京
浜
港
湾
事
務
所
の
ご
厚
意
に
よ
り
港
湾

業
務
艇
「
た
か
し
ま
Ⅱ
」
に
乗
船
。
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
な
が
ら
現
在
建
設
中
の
巨
大
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
海
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

次
の
視
察
先
で
あ
る
江
ノ
島
ヨ
ッ
ト
バ
ー
バ
ー

は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
セ
ー
リ
ン
グ
会
場

に
決
定
し

た
話
題
の

場
所
で
、

改
築
を
行

っ
た
ば
か

り
の
ヨ
ッ

ト
ハ
ウ
ス

を
視
察
し

ま
し
た
。

　

視
察
終

了
後
の
交

先
進
商
工
会
議
所

視
察
研
修
会
を
実
施

運営・財政組織
合同委員会

堺商工会議所での情報交換会

　

こ
れ
を
受
け
、
当
商
工
会
議
所
で
は
、
10
月
６

日
に
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
通
じ
て
、

平
成
28
年
度
神
奈
川
県
予
算
・
政
策
要
望
の
際
、

神
奈
川
県
知
事
に
対
し
、
商
工
会
議
所
と
商
工
会

と
の
併
存
の
解
決
策
の
検
討
に
つ
い
て
意
見
発
表

し
た
ほ
か
、
10
月
14
日
に
は
、
相
模
原
市
長
に
対

し
て
も
同
様
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

流
会
で
は
参
加
者
同
士
が
交
流
・
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

◆
経
営
講
演
会
の
ご
案
内
◆

　

建
設
業
部
会
で
は
左
記
の
日
程
で
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
旬
で
実
務
に
役
立
つ
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
最
近
の
自
然
災
害
に
学
ぶ

�

相
模
原
の
地
盤
事
情
」

　

日
時
：
12
月
10
日
（
木
）
17
時

　

場
所
：
産
業
会
館　

国
際
商
談
室

※
詳
細
は
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

視
察
交
流
会
を
開
催

建設業
部　会

『たかしまⅡ』の甲板より横浜港南本牧ふ頭を視察

　

交
通
運
輸
業
部
会
は
10
月
16
日
、
甲
府
商
工
会

議
所
観
光
運
輸
部
会
を
当
商
工
会
議
所
に
迎
え
、

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
交
換
会
は
、
甲
府
、
八
王
子
、
相
模

原
の
各
商
工
会
議
所
広
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
主
に
相
模
原
市
と
甲
府

市
に
設
置
さ
れ
る
リ
ニ
ア
新
駅
に
関
す
る
状
況
等

に
つ
い
て
情
報

交
換
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら

は
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
に
関
す
る

話
題
の
ほ
か
、

「
圏
央
道
開
通

の
影
響
は
ど
う

な
の
か
」、「
山

梨
県
へ
の
観
光

に
つ
い
て
ど
う

思
わ
れ
る
か
」
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

交
通
運
輸
業
部
会
は
10
月
16
日
、
山
崎
前
部
会

長
（
日
本
通
運
㈱
前
相
模
原
支
店
長
）
の
人
事
異

動
に
伴
う
新
部
会
長
を
選
任
す
る
部
会
委
員
会
を

開
催
し
、
左
記
の
通
り
部
会
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

日
本
通
運
㈱
相
模
原
物
流
セ
ン
タ
ー

�

所
長　

芳
澤　

宏
之 

氏

甲　
　
府

商
工
会
議
所

観
光
運
輸
部
会
と
の

�

情
報
交
換
会
を
開
催
交　通
運輸業
部　会

部
会
長
の
選
任
に
つ
い
て（
報
告
）

�

交
通
運
輸
業
部
会 情報交換会の様子
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景 気 観 測 調 査 結 果　平成27年度第2四半期（平成27年7～9月期）
業況DIは、全業種で悪化。先行きも不安な見方残る。

　今回の全産業総合DI値は、前回調査時（平成27年 4 月～ 6月期）から▲11ポイント悪
化の▲25となりました。
　業種別では、製造業が▲16（前回＋10から▲26ポイント）と大幅な悪化となり、建設
業も▲31（前回▲19から▲12ポイント）と低下。小売業・卸売業は▲29（前回▲26から
▲ 3）、飲食業・サービス業も▲25（前回▲18から▲ 7 ポイント）と小幅に悪化し、全
産業を通じて、業況回復には至らない結果となりました。次期については、全産業（総合）
で▲26（今期比▲ 1ポイント）となり、景気回復への先行きに不安な見方が残っています。
　調査結果の詳細については当商工会議所ホームページ「会議所トピックス」よりご確
認下さい。

今回ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げます。
本調査は四半期ごとに実施しておりますので、調査票が郵送された際にはぜひご協力下さいますようお願い申し上げます。

飲食・サービス業

小売・卸売業

建 設 業

製 造 業

全 産 業

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

業種別業況（総合判断）DI値の推移
H27.7～9月期H27.4～6月期H26.10～12月期 H27.1～3月期 H27.10～12月期

（次期見通し）

今期業況
（H27.7-9）

次期見通し
（H27.10-12）

製 造 業 ▲16　 ▲19　

建 設 業 ▲31　 ▲34　

小 売 業
卸 売 業 ▲29　 ▲43　

飲 食 業
サービス業 ▲25　 ▲16　

全 産 業
（総　　合） ▲25　 ▲26　

調査期間：平成27年 9 月11日～平成27年10月14日
回 答 率：32.0％　　回答社数：160社
調査対象：当所会員中小企業500社（業種別に無作為抽出）

≪景気観測調査≫
前年度同時期との業況を比較し、「良い／悪い」などの
指標を数値化し景気動向を調査。

「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数の割合を
引いて算出した数値（DI値）を用いる。

業況天気図凡例
晴れ

DI値30～11

薄曇り

DI値10～▲10

小雨

DI値▲11～▲30

雨

DI値▲31以下

　

当
商
工
会
議
所
は
、
大
和
・
藤
沢
の
両
商
工
会

議
所
と
の
共
催
で
10
月
13
日
、
大
和
商
工
会
議
所

内
で「
き
ぎ
ょ
う
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
交
換
会
は
会
員
相
互
の
異
業
種
交
流

を
通
じ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
と
パ
ー
ト
ナ
ー

の
発
掘
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
当
商
工
会
議
所
も
加
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
40
社
（
う
ち
相
模
原
14
社
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
の

情
報
交
換
会

で
は
、
テ
ー

ブ
ル
移
動

形
式
で
参
加

企
業
が
自
社

製
品
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、

参
加
企
業
全
員
の
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
か
ら
は
、「
他
地
域
の
方
と
交
流
す

る
機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
」、「
情
報
交
換
会
が

有
意
義
で
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
は
、
綾
瀬
市
商
工
会
も
加

わ
り
藤
沢
商
工
会
議
所
を
会
場
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

小
田
急
沿
線
商
工
会
議
所
会
員
交
流
事
業

「
き
ぎ
ょ
う
情
報
交
換
会
」開
催第 1 部企業プレゼンテーション

「さがみ湖イルミリオン15－16」イルミネーションコンテスト実施
　相模原の冬の定番、「さがみ湖リゾートプレジャーフォレスト」でのイルミネーションイベント「さ
がみ湖イルミリオン」は今年で ７ 回目を迎え、関東最大550万球を使用する規模となります。
　今年も相模原市への観光客を増加させ、市全体の観光活性化を目指し、地元の住民の方々等からアー
トイルミネーションを募集し、コンテストを実施します。皆様からのたくさんのご応募お待ちしてい
ます。

【コンテスト概要】
会期　平成27年12月12日㈯～平成28年2月7日㈰
会場　さがみ湖イルミリオン15-16　開催会場
　　　（さがみ湖リゾートプレジャーフォレスト内）
イルミネーションテーマ
　①「夜空」　②「イギリス」　③「クリスマス」
　④「友情」　⑤「相模原市緑区」
　　※電球はLEDを使用して下さい

応募方法
　応募用紙に必要事項を記入の上、応募用紙に
記入してある応募先へ郵送・FAX・Eメールに
てご応募下さい。
　応募用紙の入手および作品形式、提出作品の
取り扱いについて等詳細は「さがみ湖リゾート
プレジャーフォレストのホームページ（http://
www.sagamiko-resort.jp）でご確認下さい。

お
問
い

合
わ
せ

さがみ湖イルミリオン
イルミネーションコンテスト事務局
☎ 042-685-1111
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募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜代司

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

問い合わせは…

相模原商工会議所団体扱い

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）

『新 生きるためのがん保険Days（デイズ）』
『ちゃんと応える医療保険EVER（エヴァー）』

入院も通院も保障でパワーアップ!!

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㊶
■スマホ対応メモアプリGoogle Keepが便利！
　筆者が便利に使っているGoogleのウェブサービスの一つに
「Google Keep」というアプリケーションがあります。
　テキストや画像、チェックリストなどのメモを付箋紙のよう
に色を付けて表示できる、見た目はシンプルなメモアプリです
が、メモごとに複数のラベルを付けて分類したり、指定した時間
や場所に着いたことをきっかけに通知されるように設定したり、
Googleアカウントを使って他の人とメモを共有することも可能
な、スマートホン、インターネット時代に対応した便利な機能が
たくさん組み込まれています。用件の終わったメモは、削除では
なくアーカイブ保存することで通常の一覧画面からは消すことが
でき、検索機能でいつでも振り返ることが可能です。
■iOS版アプリがついに登場！
　Google Keepは、WindowsやMacではウェブブラウザで利
用できます。また、GoogleのウェブブラウザChromeの拡張機
能であるChromeアプリ版Google Keepをインストールするこ
とで、まるで単体のアプリケーションのように起動することもで
きます。さらにAndroid版では、ホーム画面にウィジェットを配
置してアプリを起動しなくてもメモを確認することや新規のメモ
を 1タッチで作成開始することもできるようになります。
　このようにGoogle Keepはたいへん使い勝手の良いサービス
ですが、2013年 3 月のサービス開始からこれまでの 2年半の間、
残念なことにiOS版のアプリ
は提供されておらず、iPhone
で使うにはモバイルブラウザ
Safariを使ってアクセスする
しかありませんでした。
　ところがこの原稿執筆時点
の 2 週間ほど前の2015年 9 月、
ついにiOS版アプリがリリース
されました。さっそくiOS版と
Android版とを比較してみる
と、Android版には存在するメ
モをSNSやメールなどに送る
機能や画像からテキストを抽
出する機能（英語のみ）は省
かれているようですが、その
他の機能は同じように利用す
ることができました。

■おすすめはボイスメモ機能！
　なんといっても便利なのがボイスメモ機能です。メモ帳をはじ
め、他のアプリでもキーボードのマイクアイコンをタッチして音
声認識機能を使えば文字を入力することが可能です。しかし誤認
識してしまった場合、保存されるのは誤認識された文字だけなの
で、その都度キーボードで修正する手間が必要になります。また、
音声のみを保存するボイスメモアプリでは、個々のデータの内容
を一覧で把握することができず、確認したい時には一つ一つ再生
する必要があります。
　Google Keepでは、マイクのアイコンをタップするとすぐに
録音モードになり、音声が録音されるのと同時に音声認識でテキ
スト変換されたテキストもデータとして一緒に保存されます。音
声とテキストの両方が一件のデータとして保存されることで、多
少誤認識されていても見出しとしては十分ですし、正確な内容は
音声再生で確認することができます。音声データには、チェック
リストを追記したりカメラで撮影した画像を複数枚貼り付けると
いったことも可能です。
　残念ながらPCでは録音した音声の再生機能が使えないようで
すが、PC、Android、iOS端末間でメモを共有することができ
るのは大変便利です。Google KeepはGoogleアカウントを持
っていれば無料で利用できます。ぜひ使ってみてください。

スマホアプリ版Google Keep。付箋
紙のように 2 列に並べたり縦一列に並
び替えることが可能。

ボイスメモは、録音を終えると同時に
音声認識されたテキストも入力される。

Android版にはウィジェット機能があり、
ホーム画面で直接内容を確認したりワンタ
ッチで新規データの作成が行える。
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峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

　

前
回
は
、
通
知
開
始
時
の
注
意
点
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
取
得
時
の
利
用
目
的
の
通
知
に
つ
い
て
解
説
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
事
業
所
に
お
け
る
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
で
も
述
べ
ま
し
た
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
す
る
事
務
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
①
社
会

保
障
、
②
税
、
③
災
害
対
策
の
３
つ
の
分
野
に
関
す
る

手
続
き
書
類
の
作
成
事
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
本
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
利
用
目
的
の
明
示
と
と
も

に
、
な
り
す
ま
し
な
ど
の
防
止
の
た
め
に
本
人
確
認
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
人
確
認
の
方
法
も
厳
格
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
正
し
い
番
号
が
ど
う
か

の
確
認
「
①
番
号
確
認
」
と
、
そ
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
者
が
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
の
確
認
「
②
身
元
確
認
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
①
、
②
の
２
つ
を
同
時
に
行
え
る
の

が
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
で
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
平
成
28
年
１
月
以
降
希

望
者
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
、
表
面
に
顔
写
真
と
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ
、
裏
面
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
裏
面

で
「
①
番
号
確
認
」、
表
面
で
「
②
身
元
確
認
」
が
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
が
住

所
や
氏
名
な
ど
を
印
字
し
た
上
で
、
平
成
27
年
10
月
以

降
に
住
民
票
の
住
所
地
に
簡
易
書
留
で
届
く
通
知
に
同

封
さ
れ
ま
す
。
希
望
者
は
こ
の
申
請
書
に
署
名
ま
た
は

押
印
を
し
、
写
真
を
添
付
の
上
、
送
付
す
る
と
無
料
で

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
平

成
28
年
１
月
以
降
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
通

知
が
届
い
た
ら
、
各
市
町
村
の
窓
口
で
受
け
取
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
20
歳
以
上

が
10
年
、
20
歳
未
満
が
５
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
回
、
年
末
調
整
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

収
集
の
機
会
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
の
発
行
は
平
成
28
年
１
月
以
降
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
年
末
の
場
合
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
以
外

の
本
人
確
認
の
方
法
と
な
る
で
し
ょ
う
。
個
人
番
号
カ

ー
ド
が
無
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
「
①
番
号
確
認
」

を
「
通
知
カ
ー
ド
」
か
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民

票
」
で
、「
②
身
元
確
認
」
を
「
運
転
免
許
証
」
か
「
パ

ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も

っ
と
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
住
民
票
へ
の
記
載
は
平
成

28
年
１
月
以
降
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
年
末
の「
①

番
号
確
認
」は「
通
知
カ
ー
ド
」の
み
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
「
運
転
免
許
証
」
や
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
３
分
野
の
事
務
の
う
ち
②
の
税
分
野
に
つ
い
て

国
税
庁
（
税
分
野
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
）
が

「
国
税
分
野
に
お
け
る
番
号
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
方

法
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
こ
こ
に
書
か
れ
た
例
示

に
従
っ
て
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
①
社
会
保
障
分
野
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
７
月
14
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
（
社
会
保
障
分
野
の

個
人
番
号
利
用

事
務
実
施
者
）

か
ら
こ
れ
ら
の

基
準
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
①
の

社
会
保
障
分
野

に
お
け
る
本
人

確
認
の
仕
方
は

原
則
通
り
の
方

法
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
②
の
税
分
野
に
お
け
る
、「
扶
養
控
除
等
申

告
書
」
の
会
社
へ
の
提
出
義
務
者
は
従
業
員
と
な
る
た

め
、
本
人
確
認
は
従
業
員
の
み
で
よ
く
、
扶
養
親
族
の

本
人
確
認
は
会
社
が
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
対
し
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は

会
社
へ
の
提
出
義
務
者
は
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保

険
者
と
な
る
た
め
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
配
偶

者
で
あ
る
第
３
号
被
保
険
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
両
方
の

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の
と
き
に

従
業
員
が
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保
険
者
に
代
わ
っ

て
提
出
す
る
場
合
、
代
理
人
と
な
る
た
め
、
①
代
理
権
、

②
代
理
人
の
身
元
確
認
、
③
本
人
の
番
号
確
認
の
３
つ

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
面
で
の
確

認
に
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」「
通
知
カ
ー
ド
」「
運
転

免
許
証
」
や
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
は
現
物
の
提
示
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
本
人
確
認
に
も
便
利
な
の

で
、
ぜ
ひ
無
料
で
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
小
林
元
子
）

第 6回

「
厳
格
な
本
人
確
認
方
法
」
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相模原市働く人の健康に関わる状況
主な死亡原因 20～30歳代の第 1 位は『自殺』 40歳以上の第 1 位は『がん』

　【市内年代別死亡原因順位】

　　

●働き世代のこころの不調は、近年増加しています。
　従業員のこころが不調になると、効率は落ち、事故につながります。
　日頃のチームワークやコミュニケーション、そして職場内の研修などが職場を強くします。
●30歳代からがんで死亡するリスクが高まります。
　�早期発見のために、職場みんなででがん検診や健康診断を受ける雰囲気があるといいですね。職場で

健康の話題を取り上げるのも、職場で出来る健康管理です。

平成26年度相模原市『健康づくり基盤整備等にかかる実態調査』の結果
事業主の約 5 人に 1 人が70歳代でした。

　【事業主の年代変化】最近では、70歳になっても働く人の割合が増えています。

●70歳を過ぎても元気に働くための秘訣は？
　忙しい働き世代から自分のからだに目を向け、健康づくりを行うことです。最近では、職場での健康づくりを職場・仕事
の活性化につなげる企業が増えています。

　�相模原市保健所では中小企業での健康ミニレクチャーを行っています。職場研修の最後にプラスする
等の調整も可能です。みなさまの職場にぜひお伺いさせてください。（無料）

　　お問い合わせ：相模原市健康福祉局保健所 地域保健課　☎ 042-769-9241
　　働く人の健康づくりに関する情報は、 相模原市・働く人の健康づくり  検索

トピックス

職
場
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
健
康
づ
く
り
に
向
け
て

�

相
模
原
市
保
健
所
よ
り
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トピックス

当院では全身（眼窩～股関節の範囲）における “がん” の有無を
調べる『PET-CT検診』を実施しております（完全予約制）。

Ａコース…スタンダードながん検診
Ｂコース…がん検診+血液検査
Ｃコース…がん検診+成人病項目

詳細はこちらまでお問い合わせください。
☎ 042-752-1865

（PET 室直通）

社会福祉法人
相模更生会総合相模更生病院 相模原市中央区小山 3429 番地

☎ 042-752-1808（代表）
URL http://www.sagami-kouseibyouin.or.jp

学 校 法 人
北里研究所 北里大学東病院 人間ドック

●大学病院の専門性を生かした人間ドック
●充実した受診後のサポート体制　
●人間ドック専用の施設
●検査結果の多くは当日説明
●人間ドックの結果はコンピュータで保存・管理

☎042-748-4119
　　（健 康 科 学 センター 直 通）

※お問合せの際には、今一度、
番号をお確かめの上、おか
け間違いのないようにお願
いいたします。〒252-0380 神奈川県相模原市南区麻溝台2‒1‒1

http://www.kitasato-u.ac.jp/kitasato-dock

ご予約・お問合せ
月曜日～金曜日（祝日を除く） 10時～16時
土曜日（第１週、第３週、第５週） 10時～13時

人間ドックで何がわかるの？
　今や、日本人の国民病ともいえる糖尿病や腎臓病、がん、脳卒中、
心臓病などは、日頃の生活習慣が大きく関わってきます。こうした
生活習慣病は、本人が気づかないまま放置すると、要介護状態とな
ったり、最悪の場合は死につながったりします。
　「あんなに元気だったのに、急に倒れちゃってねぇ」
　こんな話をよく耳にしませんか？
　一見、元気そうに見えても、これらの病気は初期には自
覚症状がほとんどないため、かなり進行しないと自覚症状
が出てきません。特にがんは、何年もかかって進行する
ケースが多く、自覚症状が現れた段階となってしまって
は、治療は手術などを伴う大かがりなものとなり、しかも、
完治も困難であると言わざるをえないのが現実です。
　こうした見つけにくい生活習慣病を早期に、いわば病気
の「芽」の段階で見つけて治療を始めるきっかけにしよ
うというのが健康診断であり、人間ドックの目的なのです。

健康診断と人間ドックの違い
　会社などに勤めている人は労働安全衛生法に基づいて、
年に １ 回、定期健康診断を受けることが義務付けられて
います。また 主婦や自営業の方には、高齢者の医療の確
保に関する法律に基づいて、自治体等保険者が主催する
健康診査を受けることができます。
　しかしこれらの健康診断は、健康保険に準じた範囲で
カバーするという性格上、検査の内容が限定されており、
体全体をチェックするには限界があるというのが現実で
す。例えば、脂質の代表的な検査には総コレステロール、
LDLコレステロール、HDLコレステロール、中性脂肪の ４ 種類が
ありますが、健康保険では ３ 項目しか同時に検査できません。また、
腫瘍マーカー検査は同時にいくつも行うことはできません。全身を
くまなくチェックすることができないのです。

人間ドックが必要なワケ
　これに対して人間ドックは、詳しい検査を多項目にわたり行い、
多くの病気の早期発見に効果があります。病状の経過を見たり、今
後の治療の方針を決めたりするのに役立ちます。合併症を発症して

いないかもわかります。実際、健康診断で異常がなかった
人でも、人間ドックで異常が見つかるというケースが多々
あります。

どの施設で受けたらいいの？
　人間ドックに携わる医療従事者で構成する「日本人間ド
ック学会」では、機能評価項目を満たしている診療施設を

「機能評価認定施設」として認定し、そのリストを公開し
ています。

人間ドックは何日かかるの？
　人間ドックには、 1 日ドック（日帰り）や 2 日ドック、
1 泊ドック、 3 日以上ドックなどさまざまなコースが用意
されています。施設によって実施している内容が異なりま
すので、各施設にお問い合わせください。

受診にかかる費用は？
　人間ドックの費用は施設によって、また検査内容によっ
て費用が異なります。健康保険組合によっては、人間ドッ
クにかかる費用の補助がある場合がありますので、ご確認
ください（補助を受けられる年齢・金額が定められていま
す）。

＊
　生活習慣病の「芽」を見過ごして発症・重症化してしまったら、
人間ドックとは比べものにならないほどの時間と費用がかかります。
これまで受けたことのない人もぜひ人間ドックを受診して、健康維
持に努めましょう。

「
人
間
ド
ッ
ク
」の
す
す
め
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専門家に学ぶ

　

前
回
よ
り
持
続
化
補
助
金
を
始
め
と
し
た
補
助

金
申
請
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
〝
強
み
〟
に
続
い
て
、
第
２
回
目
の
今

回
は
〝
機
会
〟
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
事
業
計
画
書
の
側
面
を
持
っ
て
い

ま
す
。〝
強
み
〟
を
も
っ
て
〝
機
会
〟
に
向
け
た

事
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
ス
ト
ー
リ

で
あ
る
の
で
、〝
強
み
〟
同
様
に
重
要
で
す
。
今

回
は
、〝
機
会
〟
の
捉
え
方
、
高
い
評
価
を
受
け

る
た
め
の
考
え
方
、
確
認
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
．〝
機
会
〟
の
捉
え
方

　

申
請
書
お
よ
び
公
募
要
領
に
は
、〝
機
会
〟
と

い
う
言
葉
が
で
て
く
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
〝
市
場
環
境
〟
や
〝
顧
客

ニ
ー
ズ
〟
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
市
場
環
境
や
顧
客
ニ
ー
ズ
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
、〝
機
会
〟
を
書
く
こ
と
を
要
求
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
個
別
相
談

を
受
け
て
き
た
経
験
と
し
て
は
、
特
に
〝
市
場
環

境
〟
に
困
っ
た
こ
と
を
書
か
れ
る
事
業
者
様
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
」

「
大
型
店
に
客
を
取
ら
れ
た
」「
○
○
の
ニ
ー
ズ
が

あ
り
当
店
で
は
対
応
で
き
な
い
」
な
ど
で
す
。
現

実
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
申
請
書
に
書
い
た
と
こ
ろ

で
採
択
に
近
づ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
そ
れ
が
〝
機
会
〟

と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
高
齢
者
向

け
の
…
」「
大
型
店
で
は
満
足
し
な
い
」「
大
型
店

に
向
か
う
た
め
の
交
通
が
増
え
た
」
な
ど
で
す
。

無
く
て
も
〝
機
会
〟
を
探
す
方
向
で
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

２
．
高
い
評
価
を
受
け
る
た
め
の
考
え
方

　

前
述
の
と
お
り
、
前
向
き
に
〝
機
会
〟
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
評
価
を
受
け
る
た
め
に

は
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。〝
市
場
環
境
〟
で
は
、〝
市
場
規
模
〟〝
市

場
の
成
長
性
〟と
２
つ
の
事
を
書
き
ま
す
。
市
場
・

業
界
全
体
を
み
て
状
況
を
記
述
し
ま
す
。〝
顧
客

ニ
ー
ズ
〟
に
は
、〝
顧
客
の
声
〟〝
売
れ
筋
動
向
〟

と
い
っ
た
近
い
目
線
で
の
動
き
を
書
く
こ
と
で
す
。

個
人
的
な
感
覚
や
体
験
で
記
述
す
る
こ
と
で
も
十

分
で
す
。
そ
れ
で
も
難
し
い
場
合
に
は
、
雑
誌
や

Ｔ
Ｖ
の
特
集
、
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
頻
度
な
ど
で
も

書
く
材
料
に
な
り
ま
す
。
改
め
ま
す
が
こ
れ
ら
す

べ
て
が
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
状
態
で
あ
る

と
見
せ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
が
申
請
書
で
重
要
な

こ
と
で
す
。

３
．
確
認
方
法

　
〝
強
み
〟
に
比
べ
て
〝
機
会
〟
は
や
や
書
き
づ

ら
か
っ
た
り
、
書
い
て
も
自
信
を
持
て
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
書
き
上
が
っ
た
後
の
確
認

方
法
と
し
て
、
2
つ
の
条
件
に
合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

①�

前
向
き
か
ど
う
か
：
何
度
も
書
き
ま
す
が
最
も

間
違
い
が
多
く
、
重
要
な
こ
と
で
す
。

②�

〝
強
み
〟
に
合
う
か
：
前
回
の
テ
ー
マ
〝
強
み
〟

を
活
か
せ
る
〝
機

会
〟
で
あ
る
こ
と
で

す
。

　
〝
強
み
〟
と
〝
機
会
〟

は
申
請
書
全
体
の
ス
ト

ー
リ
ー
の
基
本
と
な
る

も
の
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
基
礎
を
固
め
る

こ
と
で
、
こ
の
後
の
内

容
も
書
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
じ
っ

く
り
〝
強
み
〟
と
〝
機

会
〟
を
書
き
出
す
こ
と

か
ら
始
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル

　

中
小
企
業
診
断
士　
東　

正
博 

氏

補
助
金
獲
得
に
向
け
た

�

申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

新
事
業
展
開
に
挑
戦
し
よ
う
⑧

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

当
協
会
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
者
お
よ
び
経
営
幹

部
の
方
、
創
業
を
お
考
え
の
方
等
を
対
象
と
し
た
「
経

営
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
解
決
！
】
商
談
を
成
功
に
導
く

�

Ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
と
は
?!

テーマ
　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

費
用
無
料
、
事
前
申
込
要 

■

日
時　

平
成
27
年
11
月
17
日
（
火
）
15
時
～
18
時

場
所　

平
塚
商
工
会
議
所　

２
階
第
２
会
議
室

　
　
　
（
平
塚
市
松
風
町
２
－
10
）

講
師　

小
野　

晴
世 

氏

　
　
　
（
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
経
営
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

　
　
　

�

中
小
企
業
診
断
士
／
Ｗ
ｅ
ｂ
解
析
士
マ
ス
タ

ー
／
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　
　
　

�

１
９
９
７
年
か
ら
フ
リ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
２
０
０
４
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
構
築
会
社
を
設
立
。
開
発
型
企
業

の
集
合
体
「TAM

A

試
作
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

TSUBASA

」
の
事
務
局
と
し
て
現
在
活

躍
中
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w
w
.cgc-kanagaw

a.or.jp
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観光スポットの紹介

大　船　渡
商工会議所からのお便り

当商工会議所は、友好都市である岩手県大船渡市を応援す
るため、会報誌を通して大船渡市の観光情報や地域特産品
を紹介します。

―――――――――――――――――――――――――― Vol.8

三陸鉄道（さんりくてつどう）
　三陸鉄道（三鉄）は１９８４
年 ４ 月、岩手県や沿線市町
村が出資する全国初の第
三セクター鉄道として開
業しました。旧国鉄再建の
一環で引き継いだ路線を
基本に延長し、間にJR山
田線をはさむ形で、南リア
ス線（盛駅～釜石駅間36.6
キロ）と北リアス線（宮古
駅～久慈駅間71.0キロ）が
あります。
　２０１１年 ３ 月の東日本大
震災では乗務員や乗客に
犠牲者はなかったものの、
津波による影響で全線不
通になりました。
　存続を危ぶむ声もあり
ましたが、震災 ５ 日後には
被害を免れた区間で運転
を再開。その後、徐々に運
転区間を延長し、被災地の
復興シンボルとして２０１４
年 ４ 月には全線で運転を
再開いたしました。

震災の記憶を伝える、
三陸の今を伝える 震災学習列車（しんさいがくしゅうれっしゃ）

　三陸鉄道では、被災企業の使
命として①震災を語り継ぐこと
で乗客の防災に役立てる、②地
域へ観光客を増やす、③三鉄の
増収の ３ つを目的に、２０１２年 ６
月に北リアス線で震災学習列車
の運行を開始。運転再開区間
延長にともない利用者は増え、
２０１４年度には北リアス線、南リ
アス線合せて １ 万１,０００人を突
破しました。
　被災地の「今」を列車で移動
しながら直接「見て」「聞いて」

「感じて」いただき、大地震が
予想される地域の子供の学習、
企業研修として防災のお役にた
てればと思い「震災学習列車」
を運行しております。
　岩手にお越しの際には、ぜひ
一度ご利用下さい。

お問い合わせ・連絡先

三陸鉄道南リアス線運行部　☎：０192-27-9669

▲震災状況について説明する三鉄社員

▲全線で運転再開をはたした三陸鉄道

受賞店決定！ 投票総数 5,101票
たくさんの投票ありがとうございました!

　相模原お店大賞実行委員会では、市内の個性的で魅力ある店づくりを行い、消費者の皆様に支持されているお店を
表彰する相模原お店大賞を実施しております。第12回目を迎えた今回も「飲食部門」「小売・サービス部門」の ２ 部
門で募集を行い、5,101票の投票をいただきました。投票上位店の中から厳正な審査を経て、10月30日に開催した選
考委員会にて、計 9 店の受賞店を決定いたしました。受賞店は、下記のとおりです。
　詳しくは12月会報（市民版）にて改めて特集いたします。お楽しみに！

大
　
賞

（飲　食　部　門）
■とんかつ割烹　松村 （とんかつ割烹・南区大野台2-13-19）

（小売・サービス部門）
■相模原菓子工房　ら・ふらんす （洋菓子・中央区横山台2-9-25）

準
　
大
　
賞

（飲　食　部　門）
■餃子・王 （中華料理・中央区淵野辺3-9-17）
■栗の里　相模原インター店 （ハンバーグ・ステーキ・緑区二本松２－５６－２４）
■みゆき鮨 （寿司・南区新戸1741-31）

（小売・サービス部門）
■パン・ド・クルー （パン・中央区横山2-6-3）
■ミートショップ寿々木 （精肉・惣菜・緑区橋本3-14-3）
■ブーランジュリ・アイミ （パン・南区古淵3-23-1）
■BLUE NOTE （理容・南区若松3-39-11）

第12回 相模原お店大賞
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家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
19
回
）

■
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
に

つ
い
て

　

近
年
、
開
業
率
お
よ
び
廃
業
率
の
低
位
推
移
等

に
よ
り
、
産
業
の
新
陳
代
謝
が
停
滞
し
、
日
本
経

済
を
支
え
る
中
小
企
業
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
政
府
の
成
長
戦
略
を
始
め
創
業
支
援
を

強
化
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
開
業

率
の
低
迷
は
、
当
行
の
営
業
基
盤
で
あ
る
神
奈
川

県
東
部
・
東
京
都
西
部
も
例
外
で
は
な
く
、
当
行

で
は
早
く
か
ら
創
業
支
援
の
取
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
は
10

月
６
日
、
サ
ン
・
エ
ー
ル
さ
が
み
は
ら
で
第
８
回

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
動
向
と
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
場
光
太
郎
副
セ
ン
タ
ー
長

が
講
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

大
場
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
は

社
会
実
装
を
目
的
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
。
技
術
あ

り
き
で
開
発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
は
難
し

い
」
と
話
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
、
施
設
や
生

活
の
分
析
も
重
要
と
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー

ザ
ー
と
メ
ー
カ
ー
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ

ー
の
３
者
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
存
在
に
言
及
し
、
モ
ノ
で
は
な
い
サ
ー
ビ
ス

主
導
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
つ
い
て
強
調
し
ま

し
た
。

　

講
演
後
は
、
９
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
さ

が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
支
援
や
技
術
者
の
育
成
を
通
じ
、

市
内
企
業
の
生
産

性
向
上
や
労
働
力

不
足
の
解
消
を
図

る
施
設
。
説
明
後

に
は
、
セ
ン
タ
ー

の
施
設
見
学
会
を

行
い
ま
し
た
。

「
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
最
前
線
」

�

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

ロボット導入支援センター
（写真は内覧会の様子）

　

具
体
的
に
は
、
平
成
20
年
５

月
の｢

創
業
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ

ス｣

の
開
設
や
「
八
千
代
起
業

家
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ

て
、＇
創
業
の
準
備
段
階
か
ら

創
業
後
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
挑

戦
す
る
＇
お
客
さ
ま
の
「
事
業

計
画
の
策
定
」
や
「
資
金
繰
り

の
支
援
」
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々

な
経
営
課
題
の
解
決
を
お
手
伝

い
し
て
お
り
ま
す
（
創
業
資
金

は
、
毎
年
１
０
０
件
程
度
の
融

資
を
実
行
し
て
お
り
ま
す
）。

　

一
方
の
廃
業
（
事
業
継
続
の
意
思
が
あ
る
ケ
ー

ス
）
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
お
客
さ
ま
の
事
業
承

継
対
策
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
税
理
士
法
人
等
の

外
部
機
関
と
の
提
携
を
通
じ
て
、「
前
工
程
（
課

題
の
整
理
や
方
向
性
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
自
社
株
評

価
、
対
策
・
計
画
の
検
討
等
）」
か
ら
「
後
行
程

（
対
策
の
実
行
支
援
等
）」
ま
で
一
貫
し
た
解
決
策

を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
も
事
業
承
継
も
、
事
前
の
準
備
と
入
念
な

打
ち
合
わ
せ
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

八
千
代
銀
行
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
で
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能

な
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

八
千
代
銀
行 
相
模
原
法
人
営
業
部

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
５
－
２
３
３
１

　

http://w
w
w
.yachiyobank.co.jp/

第55回 下期スキルアップ研修会開催
○下期スキルアップ研修会 では
　改善活動に携わる管理監督者・推進者・リーダー・メンバーを対象とし
た、QC手法や問題・課題解決の手順等、スキル向上のお手伝いに研修コー
スを全 ６ コースご用意いたしました。
　是非、この機会にご参加下さい。 
○開催案内
　■開催日時：平成２７年１１月２５日㈬、１２月 ２ 日㈬、１２月 ３ 日㈭　９:３０～１７:００
　■場　所：日産ウェルフェア横浜、ＫＹＢ㈱相模工場、日産工機㈱
　　　　　　（コースによって会場が異なります）
○申込み方法
　下記URLをご参照ください。 
　QCサークル神奈川地区HP： http://www.juse.jp/qcc/kanto/kanagawa
　お問い合わせ：日産工機㈱　品質保証部　川口　喜伸
　　　　　　　　☎：０４６７-７５-１７４６　　FAX：０４６７-７５-８５３２
　　　　　　　　E-mail: y-kawaguchi@nikkoh.co.jp

ダイアリー ＋ 経営お役立ち情報

ビジネスノート2016（共済・各種
保険ガイド）

毎日のスケジュール管理ができるダイアリーに経営に役立つ情
報を掲載した「ビジネスノート2016」を会員様に無料で配布い
たします。（11月下旬頃～）
ご希望の方は商工会議所本所か、南支所までお越しください。
なお、部数に限りがありますのでお早めにお求めください。

配布・お問い合わせ
本所（共済検定課）　☎ 042-753-8134
南　　支　　所　　☎ 042-746-3619
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アクティブ５

都 産 研

新
潟
県
長
岡
市
の

�

複
合
施
設
を
視
察

青 年 部

会
員
や
家
族
た
ち

�

「
海
釣
り
」で
交
流

女性会
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

�

石
川
大
会
に
参
加

　

公
益
社
団
法
人
相
模
原
法
人
会
と
当
商
工
会

議
所
の
共
催
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
10
月
26
日
、
相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
中
央
区
大
野
台
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
ら
１
８
６
名
が
参
加
。
参
加
者

は
秋
空
の
も
と
で
相
互
の
交
流
と
プ
レ
ー
を
満

喫
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
互
い
の
プ
レ
ー

を
称
え
、
懇
親
を
深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
９
万
３
千
円
は
、

大
船
渡
銀
河
連
邦
応
援
金
や
福
祉
振
興
に
寄
付

し
役
立
て
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

都
市
産
業
研
究
会
（
小
野
弘
会
長
）
は
10
月

16
・
17
日
、新
潟
県
長
岡
市
駅
前
複
合
施
設
の
「
ア

オ
ー
レ
長
岡
」
へ
の
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、
会

員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
オ
ー
レ
長
岡
は
、
従
前
の
市
役
所
本
庁
機
能

を
ま
ち
な
か
に
集
約
し
、「
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
展
開
と
「
ま
ち
な
か
型
公
共
サ
ー

ビ
ス
」
を
目
指
し
た
全
国
初
の
ま
ち
な
か
市
役
所

と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
に
誕
生
し
た
施
設
で
す
。

　

当
日
は
、
全
天
候
型
の
屋
根
付
広
場
の
「
ナ
カ

ド
マ
」
や
市
民
と
議
会
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た

め
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
「
議
場
」、
ス
ポ
ー
ツ
や
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
「
ア

リ
ー
ナ
」
な
ど
を
視
察
し
、
施
設
担
当
者
よ
り
利

　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
）
は
９
月
27
日
、
会

員
や
そ
の
家
族
と
の
活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
海
釣
り
事
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
15
名
が
参
加
し
、
相
模
湾
で
海
釣
り
を

満
喫
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま

し
た
が
、
釣
果
に
恵
ま
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
事
業

は
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
す
し
処
彩
（
中
央
区
中
央
２
－
12

－
15
、
青
年
部
会
員
）
に
場
所
を
移
し
、
持
ち
込

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
（
以
下
、
全

女
連
）
全
国
大
会
が
10
月
23
日
に
、
い
し
か
わ
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
47
回
目
を
迎
え
た
全
国
大
会
は
全
国

３
３
８
商
工
会
議
所
、
約
３
２
０
０
人
の
女
性
会

メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
当
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら

は
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
石
川
県
の
谷
本
正
憲
知
事
な
ど
を

来
賓
に
迎
え
、
全
女
連
山
崎
登
美
子
会
長
等
の
挨

拶
が
あ
り
、
さ
ら
に
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
木
下
八
重
子
会
長
か
ら
心
温
ま
る
歓
迎
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
㈱
ス
ギ
ヨ 

代
表

取
締
役
社
長
の
杉
野
哲
也
氏
に
よ
る
「
㈱
ス
ギ
ヨ

の
歴
史
と
経
営
戦
略
～
ル
ー
ツ
を
紐
解
き
将
来
へ

用
状
況
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
燕
市
の
燕
三
条
地
場
観
光
振

興
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
江
戸
時
代
か
ら
歴
史
の

あ
る
金
属
の
研
磨
技
術
に
触
れ
る
な
ど
充
実
し
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

向
け
て
～
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
徳
島
県
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
来
年
９
月
の

全
国
大
会
で
の
再
会
を
約
束
し
合
い
、
盛
況
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

ん
だ
釣
り
た
て

の
魚
に
舌
鼓
を

う
ち
ま
し
た
。

　

自
主
事
業
や

「
潤
水
都
市
さ

が
み
は
ら
フ
ェ

ス
タ
」
運
営
協

力
、
県
青
連
主

管
な
ど
、
今
後

も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
活
動
予
定

を
控
え
る
青
年
部
で
す
が
、
改
め
て
連
携
・
団
結

を
図
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

施設担当者より説明を受ける参加者参加したメンバーやその家族

いしかわ総合スポーツセンターにて
アプローチに挑む参加者

秋空のもと

「チャリティーゴルフ大会」開
催
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Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化 
ビ
フ
ェ
ニ
ル

）を
含
む

電
気
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

要点検!

インフォメーション

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

平成28年度から、
原則、全ての事業所が
特別徴収義務者に指定されます！
　特別徴収は、事業者の方が従業員の方の毎月の給与の支払
時に、個人住民税を給与から差し引いて徴収し、市町村に納
めていただく制度です。（地方税法第41条、第321条の 3 ）
　平成28年度に神奈川県及び県内33市町村が連携し、「オー
ル神奈川」の取組みとして、所得税の源泉徴収義務がある事
業者に対し、特別徴収義務者の指定（特別徴収税額の通知）
を行います。

個人住民税の特別徴収について
■納税の手続きは、次のとおりです。
　◆ �毎年 ５ 月に、従業員の方のお住まいの市町村から「特

別徴収税額通知書」が事業者の方に送付されます。［下
図②］

　◆ �この通知書には、従業員の方の毎月の税額（ ６ 月から
翌年 ５ 月までの分）が記載されていますので、この税
額を従業員の方の毎月の給料から差し引いて個人住民
税を徴収していただきます。［下図③］

　◆ �徴収した個人住民税は、徴収した月の翌月10日までに
従業員の方のお住まいの市町村に納入していただきま
す。［下図④］

※�普通徴収が認められる基準に該当し、普通徴収を希望する場
合は、給与支払報告書（個人別明細書）とともに「普通徴収
切替理由書」の提出が必要となります。詳細についてはホー
ムページまたは下記の連絡先までお問い合わせください。

【お問い合わせ】
●特別徴収の手続きに関すること
　相模原市 市民税課	 ☎ 042-769-8221（直通）
●特別徴収の取組みに関すること
　相模原県税事務所	 ☎ 042-745-1111（代表）内線212

相模原市　特別徴収推進 検索

厚生労働省のHPから改正概要やQ＆A、リーフレット
等が閲覧可能ですので、詳しくはHPをご覧ください。
ホーム＞政策について＞分野別の政策一覧＞雇用・労
働＞雇用＞障害者雇用対策＞障害者雇用促進法の概要
＞障害者雇用促進法（平成２５年改正）について

お問い合わせは
　ハローワーク相模原　☎ ０４２-７７６-８６０９
　（労働者が問い合わせる場合には　部門コード ４３＃）
　（事業主が問い合わせる場合には　部門コード ３２＃）

	 ・相模原公共職業安定所（ハローワーク相模原）
	 ・相模原市雇用政策課

平成２８年４月より、
改正障害者雇用促進法（平成２５年

成　　立）が
� 施行されます。

　トランス・コンデンサ・安定器等の電気機器には
PCBという人体に有害な物質が含まれているかもし
れません。倉庫・電気室・キュービクル・照明器具
等を今一度確認してください！
　PCB廃棄物は法令等で定められた期限までに処理
する必要があります。
　トランス・・・平成35年 ３ 月31日
　コンデンサ・・平成35年 ３ 月31日
　安定器・・・・平成36年 ３ 月31日
� ※低濃度PCB廃棄物の処理期限は、平成39年 3 月31日

　保管中のものについては、自治体に保管に係る届
出をしなければいけません。また、使用中のものに
ついては、廃棄物指導課にご相談ください。

【お問い合わせ】
　相模原市役所　廃棄物指導課　☎ 042-769-8335

＜改正のポイント＞
Point 1　雇用の分野での障害者差別を禁止
Point 2　雇用分野での合理的配慮の提供義務
Point 3　�相談体制の整備、苦情処理・紛争解決の

援助
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トップインタビューコミュニティ

２
０
１
６
年

１
月
に
は
着

工
し
11
月
に

は
稼
働
し
た

い
で
す
。
加

工
棟
は
、
得

意
の
ス
テ
ン

レ
ス
溶
接
を

担
当
、
ア
セ

ン
ブ
リ
ー
棟

で
は
プ
ラ
ン

ト
設
備
の
組

み
立
て
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

―
業
務
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
ス
テ
ン
レ
ス
の
板
金
か
ら
溶
接
、
組
み
立
て

ま
で
一
貫
し
て
行
い
ま
す
。
取
引
先
は
お
も
に
飲

料
メ
ー
カ
ー
の
工
場
に
生
産
設
備
を
提
供
す
る
企

業
で
す
。
食
品
や
飲
料
関
係
は
、
あ
る
程
度
、
需

要
が
安
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
が
極
端
に
減

っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
技
術

面
で
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
管
の
外
側
部
分
か
ら
内
側

部
分
を
溶
接
で
き
る
『
裏
波
溶
接
』
を
得
意
と
し

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑
区
根
小
屋
に
、

双
和
製
作
所
は
あ
り
ま
す
。
飲
料
や
食
品
工

場
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
に
組
み
込
む
ス
テ
ン
レ

ス
の
加
工
部
品
を
手
掛
け
る
企
業
。〝
ス
テ

ン
レ
ス
の
プ
ロ
集
団
〟
と
し
て
、
難
し
い
加

工
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
高
齢
化
や

人
手
不
足
が
し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
る
製
造

業
で
す
が
、
同
社
で
は
従
業
員
30
人
の
う
ち

半
分
が
10
～
20
歳
代
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
担

う
、
若
い
人
材
が
活
躍
す
る
将
来
性
の
あ
る

企
業
と
い
え
ま
す
。
そ
ん
な
同
社
で
は
現
在
、

近
く
に
新
工
場
を
建
設
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
齋
藤
睦
社
長
は
新
工
場
完
成
を
機

に
「
自
分
た
ち
の
技
術
を
新
し
い
業
界
に
も

売
り
込
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

―
他
の
企
業
と
比
べ
て
も
若
い
社
員
の
比
率
が
高

い
と
い
え
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
人
材
を
獲
得

し
て
い
る
の
で
す
か
。

　
「
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
、

以
前
は
現
場
の
平
均
年
齢
は
高
か
っ
た
で
す
が
、

若
い
社
員
を
入
れ
た
ら
、
自
然
に
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
若
い
人
材
が
若
い
人
材
を
呼
ぶ
好
循
環
が

あ
り
、
現
場
は
一
気
に
若
返
り
ま
し
た
。
私
自
身
、

休
日
に
は
若
い
社
員
た
ち
と
一
緒
に
出
か
け
た
り
、

ゴ
ル
フ
も
し
ま
す
。
専
務
は
オ
ー
ト
バ
イ
が
好
き

な
の
で
、
社
員
た
ち
と
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
た
り

し
ま
す
。
仕
事
が
終
わ
れ
ば
社
員
た
ち
と
同
じ
目

線
に
戻
り
ま
す
」

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
内
側
の
深
い
部
分
を
溶
接

し
た
い
が
、
中
に
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
り
、

細
い
ス
テ
ン
レ
ス
管
の
溶
接
に
向
い
て
い
ま
す
」

―
新
工
場
建
設
を
決
め
ま
し
た
。
狙
い
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　
「
今
の
工
場
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
が
理
由
で

す
が
、
技
術
の
販
路
拡
大
も
狙
い
で
す
。
当
社
の

〝
持
ち
味
〟
で
あ
る
溶
接
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
需
要
が
見
込
め
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

新
規
営
業
を
積
極
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
「
す
で
に
造
成
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
面

積
は
約
２
６
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
こ
に

加
工
棟
と
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
棟
を
設
け
る
予
定
で
す
。

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
新
工
場
が
稼
働
し
た
ら
、
会
社
の
規
模
は
大

き
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
人
材
も
拡
充

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
も
う
一
歩
、
会
社

を
大
き
く
す
る
』
の
が
当
面
の
目
標
で
す
。
と
は

い
え
、
初
心
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
当
社
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
誠
実
・
勤
勉
・
安
心
で
す
。
ど
ん
な
注
文
に

も
誠
実
に
対
応
し
、
勤
勉
に
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、

お
客
さ
ん
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

『
こ
の
会
社
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
』
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
、
私
の
理
想
な
の

で
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

双和製作所の齋藤社長

㈱
双
和
製
作
所
代
表
取
締
役

齋
藤
　
睦 

さん

相
模
原
市
緑
区
根
小
屋
２
０
７
８

☎ 

０
４
２
︲
７
８
４
︲
３
０
７
６

ス
テ
ン
レ
ス
の
プ
ロ
集
団

�
新
工
場
建
設
で
さ
ら
に
飛
躍

内側部分も溶接する技術

現場で活躍する若い社員たち
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平成28年 新年賀詞交歓会のご案内
　当商工会議所では、会員相互の年頭の顔合わせや情報交換などを目的に、
恒例の新年賀詞交歓会を下記のとおり開催します。ぜひ、ご参加ください。

　【日　　　時】	 平成28年 １ 月 ７ 日㈭　１１:００～１２:３０
　【会　　　場】	� 小田急ホテルセンチュリー相模大野 8F フェニックス	

南区相模大野3-8-1　☎ 042-767-1111
　【参 加 方 法】	 当日、直接会場へお越しください。（事前申し込みは不要です）
	 受付にて名刺を頂戴いたします。
　【お問い合わせ】	 総務課　☎ 042-753-8131

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
商

工
会
議
所
が
取
り
組
む
事
業
活
動
等
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
「
さ
が
み
は
ら
商
工
会
議
所
会
報
市
民

版
（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判　

カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ
）」
を

12
月
に
発
行
い
た
し
ま
す
。
配
布
は
相
模
原
市

内
（
旧
津
久
井
郡
除
く
）
の
11
月
30
日
、
朝
刊

６
紙
（
朝
日
、
産
経
、
毎
日
、
読
売
、
日
経
、

神
奈
川
）
の
新
聞
（
朝
刊
）
折
り
込
み
で
行
な

い
ま
す
。

　

こ
の
為
、
12
月
号
会
報
の
発
行
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
予
め
ご
承
知
お
き
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
旧
津
久
井
郡
及
び
相
模
原
市
外
の
会

員
事
業
所
様
に
は
、
別
途
ご
郵
送
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
総
務
課

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
１

商
工
会
議
所
を
市
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ

�

会
報
市
民
版
を
発
行
し
ま
す

商
工
会
議
所
を
か
た
る

不
審
な
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

“商工会議所”と名乗り、
「事業所（お店）を地図
に掲載するので代金をお
支払い下さい」と請求す
る業者がいます。
相模原商工会議所とは 
一切関係ありません。
不審に思った場合は必ず
商工会議所にご一報くだ
さい。
お問い合わせ
総務課� ☎ 042-753-8131

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈱　Ａ 　 Ｏ 　 Ｋ 　 Ｉ
相 模 原 淵 野 辺 店 西村　敬介 中央区鹿沼台2-6-14 042-759-1888 紳士服販売

商 業 ㈱ Ａ Ｏ Ｋ Ｉ 橋 本 店 吉岡　　敦 緑区橋本3-31-8 042-770-0788 紳士服販売

商 業 ㈱ Ａ Ｏ Ｋ Ｉ 古 淵 店 小野　　誠 南区古淵3-12-15 042-755-7088 紳士服販売

商 業 ㈱　Ａ 　 Ｏ 　 Ｋ 　 Ｉ
ニトリモール相模原店 笛田 真太郎 南区大野台6-1-1

ニトリモール相模原1F 042-730-6388 紳士服販売

商 業 ㈱　Ａ 　 Ｏ 　 Ｋ 　 Ｉ
相 模 原 南 台 店 塚田　恭史 南区南台4-11-2 042-767-5388 紳士服販売

サービス業 鈴木社会保険労務士事務所 鈴木　賢司 南区相模大野8-4-2
オフィス・ラメールＢ-1 090-3420-2109 社会保険・労働保険関係の事務代

行手続 他

建 設 業 井 上 兄 弟 建 設 ㈱ 黒沼 憲之助 中央区東淵野辺5-4-1 042-752-6611 型枠工事業

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成27年9月16日現在会員数 ４，６６２件
（平成27年9月1日～9月16日）

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

工 業 ブルックス・シーシーエス・ジャパン㈱ 事業所名 ブルックス・シーシーエス・ジャパン㈱ ㈱コンタクト

代表者 山下 哲夫 田島　敏行

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）
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相模原商工会議所
〒252-0239　相模原市中央区中央3–12–3
TEL：042-753-8134　FAX：042-753-7637

本
制
度
の

お
申
し
込
み
は

共済制度の運営機関
独立行政法人
中小企業基盤整備機構
URL http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html
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無
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編
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印
刷
兼
発
行
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座
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進

毎
月
一
回
10
日
発
行　

定
価
２
０
０
円

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中

会員PRコーナー コミュニティ

税理士法人　MBC合同会計
〒252-0235　相模原市中央区相生1-11-7　2階
☎：042-758-5681　　FAX：042-758-5531
URL：http://mbc5681.jp
事業内容：法人・個人の税務会計、相続税申告、開業支援など

事業承継の備えはできていますか？

　弊社では、屋根工事を中心とした外装工事全般を行って
おります。昨年 2月の大雪により、屋根からの落雪被害が
相次ぎ、この「スノーマン」を開発致しました。
　破風板取り付けの為、屋根材を傷つけず、どんな素材の
屋根材でも対応。太陽光パネル設置、軒先のスペースがな
い場合で取り付けられ、多くのお客様からご好評を頂いて
おります。
　部品の加工から施工まで一貫して行っておりますので柔
軟な対応が可能です。弊社が特許を取得しています！！

お見積りは無料で行っております。
お気軽にご相談下さい！

屋根からの落雪被害を防ぐ、
次世代の雪止め「スノーマン」

有限会社　キタバタケ
〒252-0243　相模原市中央区上溝7-4-26
☎：042-764-5588　　FAX：042-764-5599
URL：http://www.kitabatake.co.jp/
E-Mail：info@kitabatake.co.jp
事業内容：�外装工事（屋根、外壁）板金加工
　　　　　破風固定式雪止め「スノーマン」の施工

税理士法人MBC合同会計 代表
税理士　白井　清一

税理士法人MBC合同会計 代表
　税理士　中山　吉晴

　法人、個人の税務、経営はもとより、相続税にも
実績を積み、地元での信頼をいただいております。
法人設立、事業承継、資金繰り、相続税など様々な
ご相談に対応いたします。さらに相続税無料セミナ
ーを開催。株の評価ポイント、「争続」問題解決の
方法などを多数の相続税申告を手がけた税理士が詳
しく解説します！電話やFAX、ホームページからも
お申込いただけます。お気軽にご相談下さい。

28年 1月17日
相続税無料セミナーを
� 産業会館で開催

会員PR
コーナー


